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女学生 と華道 ・ 茶 道

一 明治期 の 京都府 を中心 に一

1　研 究 背景 と 目的

　 近代女子 教育史 にお い て 、女学校 に教科 と して 登 場

す る 「華道 と茶 道 」 は、近 代 以前 の 流れ を汲 む 「伝統

的教育」 と して認 識 され て い る 。 そ の 「教育効果 1 は

「婦徳涵養 」 で 、つ ま り道徳性 の 養成で あ っ た。しか

し、文部省 と学校側 は 単なる 厂伝統的教育」に よ る 「婦

徳 涵養」 を狙 っ た教 育 と し て 、華道 と茶 道 を教授 し て

い た の だ ろ うか
。 華道 と茶 道 は すべ て の 高等 女学校 に

設置され た わけで はない。っ ま り、各高等女学校で 華

道と茶道 の 設置有無 が ある とい うこ とは、そ れ らは 特

殊 な教科 で あ り、各 学校 の 独 自性 に 委 ね られ た 教科で

あ る。 なぜ な ら、高等 女 学校 の 華道 と茶 道は 明 治 36

年 に文部省普通学務局長か ら通牒令 が発せ られ るまで、

法 令 とい う形 で 規定 され る こ とは な か っ た。こ の 通牒

令に よっ て、各 高 等 女 学校 は そ の 規 定 に則 り華道 と茶

道 の 設置 を選択す る こ とに な る。華道 と茶道は 各高等

女学校 の 独 自性 に 基 づ い た 教科 な らば、各高等学校 に

よっ て 、華道 と茶道への 教育期待 が異な るの で は ない

だ ろ うか。

　本報告は 明治期の 高等女学校で 教授 され た華道 と茶

道 の 教 育 目的や 教育理 念が マ ク ロ に解釈 され て い た こ

とか ら、各学校 レベ ル で把握 した い 。しか し、今 回 は

一
事例 と して 主に 女子 教育の 嚆矢 とされ る京 都府高等

女学校 を挙げ考察する。さらに、女学生の 問 で 華道 と

茶道が どの ように 流行 して い たの か を 『都新聞』 か ら

考察を試 み る。

2　 「伝統的教育 」 か らの 出 発

　明治 15 年 3 月文 部省学務 局 は 通牒で 「修身和 漢文

習字図 画 等」の 授 業 と別 に 「裁 縫 家事 経済女礼音楽 等」

を加 える こ とを女子中等教育 に 奨励 した 。 こ の 年、官

立 の 東京女子 師範学校 に附属 高等女学校 が設 置 され る 。

こ の 附 属高等女学校の 学科過程 に 「女礼」 は設置され

て お り、f女礼 」の 内容 に茶 道 と華道が組 み 込 まれ て い

た 。

一方、関西 にお い て 公 立 女学校 の 嚆矢で あ る f京

都府女学校」 は、明 治 9年か らす で に 「女礼 」 は 設 置

されて い た。同校は 今回 の 通牒 に よ り規則改正 を行な

っ た が、「女 礼」 は変 わ らず設 置 され る こ とに な る。同

校は 「女礼」 の 教育内容に 茶道 と華道を組み 込 ん で い

た。両校 が 「女礼」 を設置 した 意図は、附属高等女学

校規則 の 教科に 関 す る教 育 目標 か ら、次 の よ うに 明 ら

か とな る。附属高等女学校 は 「彝倫道徳 ヲ 本」 と し 「優

良ナ ル 婦女 ヲ 養成」す る た め 、学科は 特 に 「修身 ノ 科 」

と各学科 に 「本邦固有之 モ ノ 」 を配置す る。その 目的

は 「優美嫺雅 ノ 風 ヲ涵養 」 す る こ とで ある と した。つ

　　　　　　 橘 佳 江 （神戸女子大学大 学院）

ま り、「女礼」 は 「本邦固有」 の 教育と して 配 置 され た

こ とに なる。同 時に 「女礼」 の 役 割は 女学生 に 「優美

嫺雅 ノ 風 ヲ 涵養 」 す る こ とで あっ た。こ の よ うに 、華

道 と茶 道 は 「女礼 」の
一

貫 と して教授 され 「本 邦 固有 」

とい う 「伝統的教育」 か ら出発 し た。

3 「伝統的教育」 か ら 「教育学亅 へ

　明治 21 年 に 「附属高等女学校」、「京 都府女学校」

の 両校 にお い て 「女礼 」 の 名 が 削 除 され る 。 そ の 変更

は 両校 が規則改正 を し たか らで あっ た。附属高等女学

校は 「東京高等女学校」 と改称。名実 と もに 「高等女

学校」 と な っ た。華道 と茶道は 同校 の 「女礼」 は 削除

され る と と も に、学科課程 表か ら消 え て い る。一
方、

「京都府女学校」 は 「東京高等女学校 」 に 倣い 規則改

正 を行い 「京都府高等女学校」 と改称 した。しか し、

「京 都府高 等女学 校 」 は 「女 礼 」 を廃 止 す る同 時 に、

華道 と茶道 を 「随意科」と して 教授す る こ とに な っ た 。

っ ま り、華道 ・茶道を 「女礼」の
一

貫 と して 教授せ ず、

独立 した 教科と して 教授す る こ とに し た。こ の 随意科

へ の 変 更 は 同 校 の 規 則 改 正 に あ た り、ハ ウス ク ネ ヒ ト

が 学科過程の 編制 にっ い て ア ドバ イ ス を して い た か ら

で ある。つ ま り、同校は ハ ウス クネ ヒ トの ヘ ル バ ル ト

主義教育学の 影響で、各学科目に教育 目的を掲げ、随

意科 に 「優美之 思想」 を養 う事 と 「嫺雅 之 態度」 に 努

め る教 育 目標 を掲 げた の で あ る。よ っ て、同校 に お い

て 「随意科」 （茶道 と華道）は ヘ ル バ ル ト主義教育学の

道徳観念を中心 とした 教科全 体の
一

部 と して 位置づ け

る こ とが で き る。こ の よ うに、華道 と茶 道は 学校教育

にお い て 「本 邦 固 有」 の 教 育か ら 「教育学」 に位 置 づ

け られ て い くの で あ っ た。

4 　 高等女学校 の 華道 と茶道 とは

　教育関係 者 は 高 等女 学校 の 教 科 に つ い て 論 じ る際 に

華道 と茶道 に っ い て 様 々 な見解を示 し て い た。そ の 見

解は 大 き く二 つ に 分か れ る 。 それ は 華道 と茶 道 を 高等

女学校 に 相応 し い 教科 とす る者 と、華道 と茶道 は 高等

女学校 の 教 科 と して相応 し くない とす る論 の 二 つ で あ

っ た。まず、華道 と茶道を 高等女学校の 教科 に相応 し

い とす る 論 で あ る が、西 村 茂樹 （華族女学校校長）は 「中

等以 上 即 ち上 等社会 」 に 課せ られ るべ き教科 で あ る と

した。っ まり、西村に とっ て 華族などの 「上 等社会」

の 娘 が 華道 と茶 道 を知 らな い こ とは 「少 々 恥ず か し い

事」 で あ る。次 に 巖本 善治 （明治女学 校 教頭 ）は 道徳教

育に 「基 督教 」 を基 礎 と し、「基 督教 」 と 「儒 教 佛 教 」

が 久 しく人心 を感化するもの と して 共通点を見 い だ し

て い た。そ の た め巌本 は華道 と茶道の 精神 は 「道徳 」
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を学ぶ こ とがで き る と して、華道 と茶 道を奨励 し た。

また、永 江正 直 （初代兵 庫県 立 女学校長） は J ・ジ ョ ホ

ノ ッ トの 「美育」 に 基 づ き 、 華道 と茶 道 は 「實二 美情

ヲ 喚起シ 其 ノ 思想 ヲ 養成ス ル 」 目的 に適っ て い る と し

た。同 じ く三 輪 田 眞佐子 も （三 輪田 女学校創 立者 ）華道

と茶道を 「美育」 と し て 位置づ けた。さ らに 佐方鎮子

（神 田高等女学校 校長）は 厂美術思想」 を進 め、「女徳」

を養 う
一

助 とな る と い い 。河 原
一
郎 （京都 府 高等 女 学

校長）は 「美術 の 概念」 と 「精密 の 思想」 を養 う目的

が あ る と した。こ れ らは積 極 的 な意 見 で あ っ た。
一一

方、

消極 的 な意見 と し て 成瀬仁蔵 （日本 女子大 学創 立 者 ）は

現今 の 女子 教育 は 歌 を 詠 み、茶 を 煎 じ、香 を聞き、花

を挿 し、琴 を弾 じ、踊 を 習 うこ とは優美 で ある とす る

が、こ れ は将来 の 日本社会に お い て 女子 に必 要で は な

い。成瀬 は 華道 と茶道 を 実利 主義 の 教育 とみ な し 「先

祖 伝 来 の 職 業 に 必要 な る者 の み ］ が学ぶ もの で あ る と

位置づ けた。それ は、成瀬 が 高等女学校の 「普通教育」

を重 ん じた か ら で あ る。次に湯本 武 比 古 （学習 院
・
東 京

高師鞠 受 ・「教育時論」 の 主幹、の ち開発 社社長）は、華道

と茶道は 官公立 の 学校 に とっ て不 経済な教科 で ある と

し、こ の よ うな 教 科 は 私 立学校 にお い て施 せ ば よ い と

した。更 に、明治 30 年 の 『教育時論』 にお い て、女

子 教 育が頓挫 し今 ま で 適 わ な か っ た原因に 目本の 女子

教育は 女子 過剰、女 勢過 重 国 の 女子 教育の 目的 方法 を

訳 し欧米 を模範 した こ とで失敗 した，失敗 した か らと、

次に茶湯、挿花、歌、俳諧等 の 末技 を教 え て い る。こ

の よ うな 「似非国粋保存家の 教育」 は 「絶対的に 排拒」

す べ き で あ る と し た
。

　 こ の よ うに 高等女学校 にお ける華道 と茶道 に 対 して

教育者 た ちは、積極的態度 と消極 的態度 を取 っ た の で

あ っ た。後 に これ らの 意見 は表面 化 す る。そ れ が 明 治

36 年 5 月 の 「全 国教 育者 大 会」 議題に 挙が る。

5　華道 と茶道 の 規定

　明治 32 年 に 高等女学校令 （以 下高女令 と略す）が

公布 され る。だ が、高女 令 には 華道 と茶 道に 関 す る 規

則は な い。高女令 が 公布 され た 後、明治 36 年 12 月

25 日 「高等女学校 に 関す る通 牒 」 に よ り華道 と茶 道

は 次の よ うに 高等女学校 に規定され る こ とになる。そ

の 通 牒令 の 内容 は、茶道 と華道 を高等 女学 校で 教 授す

る場合、「土 地 の 状況」で 必 要 で あ る と 判断 し た 場合 の

み、「正 科時間 外」 に随意科 目・選 択科 目 と して設 置 す

る こ とを認 め る。さ らに 、女学生 に 高度な教授内 容で

課す こ とを禁じ、同 時に普 通教育に差 し支 え る こ とが

な い よ う、教授 時 間 数 を制 限 した の で あ っ た。こ の 通

牒令 が発せ られ た理 由は 、同年 5 月 の 「全 国教育者大

会 」 に あ る。こ の 大会 で 「高 等 女学校 に於 い て 正 課 以

外に 挿花点茶 を教 ふ るの 可 否」 とい う議案が 提出 され

てい た。さらに、こ の 議案は 可 決され る こ とに な る。

つ ま り、こ の 大 会 の 議案 に よ っ て 同年 12 月 25 日 に

通牒令 が 出され た とい うわ けで ある。 （だ が、この 大会

の 議論 内容 は 未 見 で ある。）こ うし て 、華道 と茶道 は 通

牒令 の 規定に沿 っ た設置 を各 高等女学校 に委 ね るこ と

とな る。同時に 、学内で 女学生は華道 と茶道を自らの

意思 で 選択 し受講 して い た こ とに な る。前節 で、湯本

武 比古 は華道 と茶道を高 等女学校 に お い て 不 経済な教

科 で ある と した 。しか し、不 経 済 な 教 科 を設 置 す る高

等女学校 は経済的な基準をク リア した こ とに なる。さ

ら に学校 内にお い て 女学生 が不経済な 教科を選択す る

こ とは 、その 女学生の ス テ
ー

タ ス が
一

目瞭然 となる。

っ ま り、華 道 ・茶 道 を習 うとい うこ とは 、西 村茂樹の

い うと こ の 「中等 以 上 即 ち 上 等社 会 」 で、華道 と茶 道

を受講する女学生 は 「中等以上即ち上 等社会」 の 象徴

となる の で あっ た。

6 女学 生 と華道 と茶道

　そ の 華道 と茶 道が 女学生 に とっ て 「中等以上 即 ち上

等社会」 象徴 と して 『都新聞』 に 現れ て い る。同紙は

明治 41 年 6 月 の 「華道名人 投票」 と同 じ紙面 に 華道

や 茶 道 を嗜む 女性の 写 真を掲載 し て い た。そ れは 、「華

道名 人 投 票 」に投 票 され る華 道 名 人 の 門 下 生 で あ っ た。

こ の 、「華道名人 投票 」 と同 時に掲載 され た 写 真 はお そ

らく、家元の 門下生獲得につ なが っ た 可能性 が ある。

次 に 同 紙は 「挿花 の 大 流行 」 （6 月 2 日） と題 し、挿花

の 流行 を 次の よ うに 報 じ て い る。「各女学校 に て も正

課に は 加 へ ざれ ど世間の 要求 は拒み 難 く何 れ も随意科

と して 挿花の
一

科」 を設けて い るこ と を挙げた。さら

に 女学校は 生徒 に、斯 道の 名称 を聘して 厂挿花」 を 課

し て い る こ と を報 じ て い た。次 に 都 新聞社 主 宰で 開 催

され た 「生 花 競技会 」 の 来 場者は 女性 が 八 割 を 占め、

なか に は 「女学校生徒の 幾隊が 花道教師に 牽ひ られ て」

来 て い る集団 が 見受 け られ た。こ の よ うに、華道 と茶

道は 女 学生 の 間 で 流 行 して い た こ と が わ か る。

ま と め

　高 等女学校 の 華道 と茶道は 「伝統的 教育 」に よ る 「婦

徳涵養 」 とい う目的の み を有す る教科 で は なか っ た。

つ ま り 高 等 女学校 の 整 備 に 伴 い、各 高 等 女 学校 は 独 自

の 教育理 念に 基づ き、華道 と茶道 に独 自の 各教育 目標

が あ っ た 。さ らに、教 科 と し て華道 と茶 道は 高 等 女 学

校 の 正 科 と して 扱 われ る こ とは なく、随意科 ・選択科

と して 扱わ れ る。それ は 、高等 女 学 校 が 「普通 教 育」

を 主 眼 と し て い た か らで 、そ の た め 文部省 は 各学校 に

華道 と茶道の 選 択 設置 を任 せ た の で あ っ た
。

　
一

方、女学生 の 間で は 随意科で あ るに もか か わらず、

華道や 茶道が流行 す る。それ は、日露戦争後の 「文 化

的 ナ シ ョ ナ リズ ム 」 の 風 潮 に よ り、増 加 した 中産 階 級

に 華道 と茶 道が 浸透 し た結果 で もあ る。そ れ と同 時 に 、

華道 と茶 道 は 女学生 の 間で 「中等以上 即 ち 上 等 社会」

の 象徴 とな る。そ れは華道 と茶道を嗜む 女学生をメ デ

ィ ア が 価値 づ け た か らで あ っ た。

（＊ 詳 細 レ ジ ュ メ ・参 考文 献 は 当 日 配 布 し ま す ）

一307一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


